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二
〇
二
二
年
は
意
識
の
大
転
換
期
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少
し
気
は
早
い
が
、二
〇
二
二
年
は
ど

ん
な
年
だ
っ
た
の
か
、振
り
返
り
た
い
。

　
二
〇
二
一
年
十
月
に
発
足
し
た
新
政

権
で
岸
田
文
雄
首
相
が
発
信
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、「
分
配
な
く
し
て
次
の
成
長

な
し
」。労
働
分
配
率
増
大
を
意
図
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、公
共
調
達
で
賃
上
げ
を

行
っ
た
企
業
に
は
総
合
評
価
で
加
点
を

す
る
と
い
う
官
主
導
施
策
で
一
部
具
体

化
し
た
。こ
の
施
策
の
ま
と
め
役
は
財
務

省
。た
だ
当
初
、賃
上
げ
確
認
書
類
や
確

認
手
法
に
つ
い
て
建
設
業
界
に
は
、異
論

が
相
次
い
だ
。

　
そ
の
後
、柔
軟
な
対
応
策
が
財
務
省

か
ら
窓
口
の
国
土
交
通
省
を
通
じ
て
打

ち
出
さ
れ
、官
主
導
施
策
へ
の
強
い
反
発

が
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
な
か
で
公

表
さ
れ
た
の
が
、三
月
か
ら
適
用
が
始
ま

改
正
が
相
次
ぐ
な
か
、一
般
管
理
費
等
の

乗
率「
〇
・
五
五
」だ
け
が
極
端
に
低
い

ま
ま
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
中
小
建
設
業
界
か
ら
の
極

端
に
低
い
一
般
管
理
費
等
率
を
引
き
上

げ
る
要
求
に
対
し
、国
土
交
通
省
は
難
色

を
示
し
続
け
て
き
た
。背
景
に
は
、本
社

経
費
は
現
場
の
処
遇
改
善
や
技
能
者
な

ど
担
い
手
確
保
と
は
次
元
が
違
う
と
い

う
財
務
省
の
指
摘
を
覆
す
だ
け
の
理
由

が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
判
断
も
あ
っ
た

と
見
ら
れ
る
。

　
今
年
、岩
盤
の
風
穴
は
更
に
大
き
く

あ
い
た
。そ
の
一
つ
が
五
月
に
公
表
さ
れ

た
、「
技
術
者
制
度
見
直
し
方
針
」だ
。

柱
は
大
き
く
分
け
て
、▽
専
任
不
要
上
限

額
の
引
き
上
げ（
二
〇
二
三
年
一
月
か
ら

施
行
）▽
兼
任
可
能
な
制
度
新
設（
一
定

規
模
以
下
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
兼
任
を
認

め
る
）▽
そ
の
他
検
討（
技
術
者
配
置
運

用
の
見
直
し
）―
―
の
三
つ
。も
と
も
と

技
術
者
制
度
の
根
幹
は
、品
質
担
保
。そ

の
た
め
国
土
交
通
省
は
こ
れ
ま
で
技
術
者

の
専
任
配
置
や
兼
務
、監
理
技
術
者
の
途

中
交
代
な
ど
の
緩
和
や
弾
力
的
運
用
に

慎
重
だ
っ
た
。制
度
見
直
し
が
政
府
の
規

制
改
革
・
緩
和
の
追
い
風
に
乗
っ
た
と
は

る「
新
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
」だ
っ

た
。

　
新
労
務
単
価
は
、全
国
の
全
職
種
平

均（
単
純
平
均
値
）は
二
〇
二
一
年
三
月

と
比
較
し
て
二
・
五
％
の
伸
び
率
で
、一

〇
年
連
続
の
上
昇
と
な
っ
た
。全
職
種
の

平
均
金
額（
加
重
平
均
値
）は
二
万
一
〇

八
四
円
、単
価
の
公
表
開
始
以
降
の
最
高

値
を
更
新
し
た
。下
落
単
価
は
据
え
置
く

対
応
を
し
た
コ
ロ
ナ
特
例
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、二
〇
二
一
年
か
ら
官
民
で
目
指
し

て
き
た「
技
能
者
の
年
間
賃
上
げ
二
％
」

の
取
組
み
が
成
果
と
な
っ
て
表
れ
た
形

だ
。

　
ま
た
設
計
労
務
単
価
の
一
〇
年
連
続

上
昇
に
連
動
す
る
形
で
、斉
藤
鉄
夫
国
土

交
通
相
と
建
設
業
四
団
体
と
の
二
月
の

意
見
交
換
会
で
、「
お
お
む
ね
三
％
の
賃

い
え
、請
負
金
額
が
土
木
で
一
億
円（
建

築
二
億
円
）未
満
工
事
の
技
術
者
の
兼
任

を
認
め
る
ほ
か
、営
業
所
専
任
技
術
者
と

工
事
現
場
の
監
理
技
術
者
等
兼
任
を
認

め
る
方
向
で
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　
更
に
こ
れ
ま
で
学
歴
に
よ
っ
て
受
検

資
格
の
要
件
が
異
な
っ
て
い
た
技
術
検

定
に
つ
い
て
も
、一
級
受
検
資
格
の
第
一

次
検
定
は
一
律
一
九
歳
以
上
と
す
る
。こ

れ
が
二
〇
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
技
術
検
定
見
直
し
だ
。

　
過
去
、建
設
市
場
環
境
が
厳
し
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
建
設
業
界
は
技
術
者
専

任
配
置
の
緩
和
と
早
期
の
技
術
者
育
成

へ
の
道
を
探
っ
て
き
た
。た
だ
配
置
で
き

る
技
術
者
の
数
が
、企
業
の
施
工
力
と
施

工
余
力
に
直
結
す
る
と
い
う
判
断
の
な

か
で
、技
術
者
配
置
の
緩
和
は
新
た
な
競

争
激
化
を
招
き
か
ね
な
い
と
し
て
、技
術

者
の
専
任
緩
和
要
求
を
極
力
封
印
し
て

き
た
課
題
で
も
あ
っ
た
。

大
転
換「
良
い
も
の
は
安
く
な
い
」

　
二
〇
二
二
年
を
振
り
返
っ
て
、今
後
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
最
大
の
出
来

事
と
し
て
、「
公
共
工
事
入
札
契
約
適
正

金
上
昇
の
実
現
を
目
指
し
て
す
べ
て
の

関
係
者
が
可
能
な
取
組
み
を
進
め
る
」こ

と
を
申
し
合
わ
せ
し
た
。

　
更
に
四
月
か
ら
は
、建
設
産
業
界
の
働

き
方
改
革
や
担
い
手
確
保
・
育
成
、生
産

性
向
上
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
後
押
し
す

る
施
策
も
始
ま
っ
た
。そ
の
一
つ
が
二
月

下
旬
に
国
土
交
通
省
が
公
表
し
た「
二
〇

二
二
年
度
直
轄
土
木
工
事
・
業
務
の
積

算
基
準
等
改
定
」と
、「
低
入
札
調
査
基

準
価
格
の
計
算
式
改
定
」だ
。

堅
い
岩
盤
に
風
穴

　
具
体
的
に
は
、直
轄
土
木
工
事
で
適
用

す
る
積
算
基
準
の
一
般
管
理
費
等
率
を

改
正
す
る
と
と
も
に
、低
入
札
調
査
基
準

価
格
算
定
式「
一
般
管
理
費
×
〇
・
五

化
法（
入
契
法
）の
適
正
化
指
針
改
正
」

が
あ
る
。

　
適
正
化
指
針
と
は
、入
契
法
に
基
づ

き
、国
交
大
臣
、総
務
大
臣
、財
務
大
臣

が
案
を
作
成
し
閣
議
決
定
し
た
も
の
。改

正
指
針
の
う
ち
適
正
な
予
定
価
格
の
設

定
に
つ
い
て
、ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
理
由

と
し
て
、「
公
共
工
事
を
実
施
す
る
者
の

適
正
な
利
潤
の
確
保
」が
追
記
さ
れ
た
。

公
共
工
事
品
質
確
保
促
進
法（
品
確
法
）

で
す
で
に
明
記
さ
れ
て
い
る「
適
正
な
利

潤
の
確
保
」が
、入
契
法
の
適
正
化
指
針

で
追
記
さ
れ
た
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
の
意

味
合
い
を
持
つ
の
か
。

　
関
係
者
は
、適
正
利
潤
確
保
の
文
言

を
追
記
す
る
こ
と
を
財
務
省
が
認
め
た

の
は
大
き
い
と
す
る
。適
正
利
潤
確
保
を

理
由
に
し
た
予
算
増
額
や
政
策
を
容
認

す
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
だ
。例
え
ば
今

後
、建
設
業
界
が
直
面
す
る
最
大
の
問

題
の
一
つ
、二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
、い
わ
ゆ
る
働
き

方
改
革
と
担
い
手
確
保
・
育
成
で
焦
点

の
一
つ
と
な
る
の
が
、企
業
規
模
と
地
域

間
、職
種
に
よ
っ
て
存
在
す
る
賃
金
の
格

差
是
正
だ
。

　
働
き
方
改
革
の
基
本
原
則
週
四
〇
時

五
」を「
一
般
管
理
費
×
〇
・
六
八
」に

引
き
上
げ
た
。ま
た
、自
治
体
発
注
工
事

で
多
い
小
規
模
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
工
事
拡

大
も
視
野
に
、小
規
模
現
場
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ

要
領
を
策
定
し
た
。

　
一
般
管
理
費
等
と
は
、役
員
報
酬
や

本
社
・
支
店
社
員
給
与
と
い
っ
た
本
社

経
費
。請
負
工
事
費
の
主
流
で
あ
る
、直

接
工
事
費
や
共
通
仮
設
費
、現
場
管
理

費
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
工
事
原
価
と
は

異
な
る
位
置
づ
け
だ
。低
入
基
準
算
定
式

見
直
し
が
大
き
く
動
き
始
め
た
二
〇
〇

九
年
以
降
、一
般
管
理
費
等
の
乗
率
が

改
定
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
三
年
の「
〇
・

三
〇
」か
ら「
〇
・
五
五
」へ
の
引
き
上

げ
一
回
の
み
。こ
の
間
、低
入
基
準
範
囲

の
見
直
し
や
工
事
原
価
を
構
成
す
る
各

費
目
の
基
準
乗
率
が
官
積
算
に
近
づ
く

間
に
対
応
す
る
に
は
週
休
二
日
し
か
な

い
。し
か
し
仮
に
元
請
が
現
場
の
四
週
八

閉
所
を
実
現
で
き
て
も
、日
給
月
給
が
大

半
の
技
能
者
に
と
っ
て
今
の
ま
ま
で
は
収

入
減
に
な
り
か
ね
な
い
。で
は
ど
う
す
る

か
。

　
二
〇
二
二
年
後
半
に
入
り
、国
土
交
通

省
と
建
設
業
界
と
の
意
見
交
換
で
気
に

な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　「
良
い
も
の
は
安
く
は
な
い
」「
も
し

良
い
も
の
で
安
い
も
の
が
あ
る
と
し
た

ら
、ど
こ
か
に
し
わ
寄
せ
が
あ
る
」。

　
一
九
九
五
年
の
建
設
産
業
政
策
大
綱

で
謳
わ
れ
た「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
」で「
良

い
も
の
を
安
く
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
、そ
の
後「
安
く
」だ
け
が
一
人
歩
き

を
し
、さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
も
た
ら
し

た
。し
か
し
過
去
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

か
ら
決
別
し
て
今
、取
組
み
は
新
た
な
局

面
を
迎
え
て
い
る
。

　
た
だ
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
一
つ
あ
る
。大
手
・
中
小
、土
木
・

建
築
、官
庁
・
民
間
、元
請
・
下
請
、技

術
者
・
技
能
者
な
ど
建
設
産
業
に
携
わ

る
す
べ
て
の
人
が
取
り
残
さ
れ
な
い
新
た

な「
働
き
方
」と「
知
恵
」が
必
要
だ
。
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